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施工説明書
施工業者様用

床置ユニット
W400/W533/W800

H4

2

床置ユニット W400/W533/W800  　　　 

1

250926-JK-140Mi-K4-SS

施工方法の詳細と壁への固定方法については、「MiSEL 総合施工説明書（品番 FLJ773）」を参照してください。

https://www.daiken.jp/

　 配線のしかた3
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固定棚取付位置（推奨）
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400/533/800

	⿟側板� ������������左右各1
	⿟裏板� ���������������1
	⿟裏板補強桟（縦）� �������� 1〔2〕

※〔　〕内はW800の場合
	⿟上用裏板補強桟� ����������1
	⿟下用裏板補強桟� ����������1
	⿟天板� ���������������1
	⿟底板� ���������������1
	⿟前巾木� ��������������1
	⿟後巾木� ��������������1
	⿟固定棚� ��������������1
	⿟自在棚� ��������������2

	⿟巾木避けカバー� ��� 3セット〔1セット〕
※〔　〕内はD200用の場合

	⿟組立用ピン	
（天板・底板・固定棚）����� 18〔12〕

※〔　〕内はD200用の場合
	⿟自在棚用ダボ� �������� 12〔8〕

※〔　〕内はD200用の場合
	⿟連結ビス・連結キャップ・	
連結ワッシャ（φ4用）������ 6セット
	⿟壁固定ビス・連結キャップ・	
連結ワッシャ（φ4用）������ 4セット
	⿟補強桟固定ビス� ����������5
	⿟接着剤� ��������������1

　 組立用ピンの取付け

●固定棚の組立用ピン取付位置

「固定棚推奨
位置◦」
とそろう穴

※	固定棚位置は推奨位置です。
	 条件を満たせば、使い勝手のよい位置に
変更できます。（総合施工説明書参照）

●天板の組立用ピン取付位置

●底板の組立用ピン
	 取付位置

テープで貼る

「底板◦」と
そろう穴
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上用裏板補強桟
（下穴付き）
※下穴を上にする

上用裏板補強桟
（下穴付き）
※下穴を上にする

補強桟固定ビス
（L＝35）

補強桟固定ビス
（L＝35）

天板 天板

裏板
裏板

下用裏板補強桟	
（裏板と同じ幅）

貼付ける 貼付ける

切欠き部に
そろえる

切欠き部に
そろえる

裏板補強桟（縦）

❻
❻❻

❺ ❺

貼付ける

❹固定する ❹固定する

起こす❷
起こす❷

下用裏板補強桟	
（裏板と同じ幅）

裏板補強桟（縦）

●W400/W533 ●W800
天板すき間が

ないか確認
裏板

前巾木を持ってユニットを持ち
上げないでください。
前巾木が折れて破損し、
けがをするおそれがあります。

  7 注意

配線コード

底板の切欠き部

固定棚の切欠き部

底板

自在棚

固定棚

自在棚

コンセント空気清浄機など

自在棚の後部を通す

●	巾木避けカバーを配線用に
カットする

●底板以外で配線する

配線用カット
位置

※�図は巾木避け
カバー（右）
「R」の刻印

側板・裏板用
配線キャップ

φ38 穴加工（現場加工）

貼付ける

自在棚の後部には
約20mm空きが
ある

カットした
巾木避けカバー
（右）

破線に沿って
カットする

配線しない場合

巾木避け
カバー（左）
※「L」の刻印

巾木避け
カバー（右）
※「R」の刻印固定棚

❸

①組立用ピン③接着剤 ①組立用ピン

④天板

⑤裏板

④固定棚

①側板（左）

④底板

②前巾木 ②後巾木 ⑥側板（右）

伸ばす

組立定規
（施説袋に同梱）

下木口に
当てる

「天板◦」と
�そろう穴

1	 ユニット本体の組立て

下木口に組立定規を
当て、組立用ピンを
ねじ込む。

2	 裏面補強桟の取付け

3	 その他の部材の取付け・配線

❶接着剤が乾いて
　いることを確認する

❶接着剤が乾いて
　いることを確認する

①
③

②

●組立完成図　※施工方法について詳しくは、「MiSEL 総合施工説明書（品番 FLJ773）」を参照してください。

床置ユニット
の組立て

壁への固定・
ユニットの連結

MiSEL
動画紹介

　 裏板の取付け5
天板にあたって
いること

裏板

天板

　 天板・固定棚・底板の取付け4

時計回りに
180°回す

⊕ドライバー
（No.2）

側板（左）に取付ける。
ドライバーは斜めに差込む。

　 側板（右）の取付け6

差込み
固定

取付方法は、
③④を参照。

　 接着剤の塗布3

はみ出さない
ように塗布

上
下

両側板に接着剤を
確実に塗布する。

　 前巾木と後巾木の取付け

前巾木
後巾木

差込む

底板穴の半分まで
接着剤を注入
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そろえる

 	強い力で
	 たたかない。

ゴムハンマー

木片などを
当てる すき間をなくす

　 巾木避けカバーの取付け2
●壁面に巾木がない場合 ●壁面に巾木がある場合

巾木避けカバー（左）
※「L」の刻印

巾木避けカバー（右）
※「R」の刻印

取付ける

取付ける

❶高さと厚みを確認する ❷巾木避けカバーをカットする ❸側板に取付ける

�カットした	
巾木避けカバー

高さ

厚み

壁面の巾木 取付ける
巾木の厚み
7mmの場合

巾木の厚み
9mmの場合

巾木の高さに
合わせてカット
※対応高さ：
　43mm以下
　または
　49～80mm

破線に沿って
カットする

　 自在棚の取付け

推奨位置ですので、上下に位置を
ずらしてもユニット強度に問題は
ありません。

自在棚

ダボ穴
9個分

自在棚ダボ
差込む

❷ ❷

❶
❶

扉を取付ける場合

ダボ穴を9個分
空けると扉の
高さとそろう扉

裏板用溝

※	オンボード工法の場合は「裏板補強桟」お
よび「補強桟固定ビス」は使用しません。

	 	別梱包の「オンボード工法用裏板補強
桟」を使用してください。


